
ホームルーム活動（人権）学習指導案 

 

１ 主  題  近代化と差別～沖縄から考える～ 

 

２ 主題設定の理由（省略） 

 

３ ねらい 

近代化の中にある差別を考えることにより，現代の私たちの生き方や在り方を考え，社会の中にある

矛盾や偏見に気付き，問題意識をもって取り組むことのできる行動力を培う。 

 

４ 指導計画 

 （１）これまでの学習  ホームルーム活動「感染症と人権①」・・・・・・・・・・・１時間 

ホームルーム活動「感染症と人権②」・・・・・・・・・・・１時間 

（２）本時の学習    ホームルーム活動「近代化と差別～沖縄から考える～」・・・１時間（本時） 

（３）これからの学習  人権問題意見発表会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間 

            同和問題講演会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間 

ホームルーム活動「差別の現実に学ぶ」・・・・・・・・・・１時間 

ホームルーム活動「様々な人権問題を考える」・・・・・・・２時間 

 

５ 本時の学習 

 （１）目 標 

同じ日本の中にも多様な文化や価値観が並存していることを理解し，多様な「違い」や価値観を認

め合う社会の構築に向けて取り組もうとする意欲を高める。 

 （２）普遍的な学習のテーマ・・・・個人の尊重 

個 別 人 権 課 題          ・・・・同和問題，アイヌの人々，外国人 

 （３）展 開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 評    価 

導 入 

 

 

 

○学習のねらいを知る。 

 

 

○沖縄のイメージについて考え発表

する。 

○「感染症と人権」の学習を

もとにして本時の学習につ

なげる。 

 

 

展 開 

 

 

 

 

 

 

○明治政府の同化政策について考え

る。 

 

 

 

 

 

○明治政府が同化政策を進め

た理由を考えさせ，均質的

な「国民」像をつくりだそ

うとしたことが「違う」者

の排除につながったことを

理解させる。 

 

○沖縄に対する興味・関心

を歴史的・社会的側面に

広げることができたか。 

【知識的側面】 

 

 

 



 

 

 

 

 

○「人類館事件」や「方言札」につい

ての資料から何が差別を生み出し

たのか，グループで話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

○生活文化の違いから見た差別と，

互いに認め合うべき「違い」につ

いて考える。 

 

○同じ日本の中に多様な文化

や価値観が並存しており，

その「違う」ものへの差別

が現存していた事実から，

何が差別を生み出したのか

考えさせる。 

 

 

 

 

○多様な「違い」や価値観を

認め合うことが人権尊重社

会につながることを認識さ

せる。 

○「違い」に基づく偏見や

差別意識が自分たちの中

にもないか考えることが

できたか。 

【価値的・態度的側面】 

○自分の意見をしっかりと

述べつつ，他人の意見も

尊重しながら話し合うこ

とができたか。 

【技能的側面】 

 

 

 

 

まとめ 

  

 

○本時の学習を振り返り，感想をま

とめる。 

 

 

○よりよい人間関係を築いて

いく上で必要なものを考え

させ多様な価値観を認め合

うことの大切さを伝える。 

○自分の問題として考え，

多様な価値観を認め合う

社会の構築に向けて取り

組もうとする意欲を高め

ることができたか。 

【価値的・態度的側面】 

 

 


